
主な内容

・フラワーパークイルミネーション 1月末まで　P３
・石岡市消防団の団員の入団条件が緩和　　　　P12
・平成 28年度湖北環境衛生組合　採用試験　　 P13
・都市計画審議会を開催します　　　　　　　　P15

市の人口と世帯　76,845人（前月比▲31人）　男38,119 人　女 38,726人　世帯数　30,477世帯   【12月１日現在】
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「木
鶏
の
街
を
目
指
し
て
」」

石
岡
市
長

今
泉
文
彦

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
初
春
の
清
々

し
い
陽
ざ
し
を
仰
ぎ
、
皆
様
は
そ
れ
ぞ
れ
に
素
晴
ら
し
い

新
年
を
迎
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　

さ
て
、
本
年
の
干
支
「
酉
」
で
思
い
出
す
の
が
「
木も
く
け
い鶏
」
の

二
文
字
で
す
。
こ
れ
は
中
国
の
故
事
で
、
木
彫
り
の
闘
鶏

の
よ
う
な
全
く
動
じ
な
い
最
強
の
姿
を
意
味
し
て
い
ま

す
。 

た
だ
し
、こ
れ
は
内
面
に
徳
を
備
え
た
上
で
す
か
ら
、

人
間
が
そ
の
境
地
に
至
る
に
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
昭
和

の
大
横
綱
・
双
葉
山
が
69
連
勝
で
敗
れ
た
夜
に
「
我
、
い

ま
だ
木
鶏
た
り
え
ず
」
と
い
う
意
の
電
報
を
知
人
に
打
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
そ
の
難
し
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。 

　

全
国
に
は
、
志
高
く
木
鶏
を
目
指
す
地
域
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
以
下
は
、
そ
ん
な
場
所
の
一
つ
を
訪
れ
た
と

き
の
会
話
で
す
。 

「
日
本
で
一
番
風
の
強
い
場
所
は
ど
こ
で
し
ょ
う
」 

「
さ
あ
、
富
士
山
の
辺
り
で
し
ょ
う
か
」 

「
正
解
で
す
。
で
は
２
番
目
は
？
」 

「
今
い
る
こ
の
那
須
の
辺
り
で
す
か
」 

「
そ
の
と
お
り
で
す
。
こ
こ
那
須
地
方
は
、
那
須
岳
や
尾

瀬
の
至
仏
山
な
ど
の
山
々
が
壁
に
な
り
、
大
陸
か
ら
の
風

を
直
接
受
け
て
、
そ
れ
が
渦
巻
い
て
降
り
て
く
る
場
所
な

の
で
す
」 

　

そ
の
言
葉
ど
お
り
、
石
岡
市
は
晴
天
な
の
に
、
那
須
に

到
着
す
る
と
小
雪
が
ち
ら
つ
き
夕
方
に
は
猛
吹
雪
で
、
強

風
が
荒
々
し
い
雄
叫
び
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。 

「
こ
の
那
須
は
、
そ
ん
な
大
変
な
気
象
条
件
に
あ
っ
て
も
、

逆
境
を
バ
ネ
に
地
域
全
体
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
創
造

し
て
き
た
と
こ
ろ
な
の
で
す
」 

　

日
本
三
古
碑
の
一
つ
が
あ
り
、
那
須
御
用
邸
が
あ
る
、

豊
富
な
温
泉
が
湧
く
日
光
国
立
公
園
を
代
表
す
る
景
勝

地
。
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
、
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
も
矢
継
ぎ
早
に
実
行
し
て
い
ま
す
。
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
の
那
須
ナ
ン
バ
ー
の
ス
タ
ー
ト
や
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

を
始
め
と
す
る
企
業
に
よ
る「
景
観
配
慮
の
看
板
茶
色
化
」

な
ど
、
見
事
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。 

　

滋
賀
県
の
近
江
八
幡
で
は
市
街
地
の
八
幡
堀
を
復
活
さ

せ
、
建
築
家
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
手
が
け
た
建
造
物
を
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
に
し
て
、
都
市
の
個
性
に
磨
き
を
か
け
る
努
力

を
怠
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
共
通
す
る
の
は
、
市
民
で
あ
る

こ
と
の
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

そ
れ
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
対
し
て
堂
々
と
渡
り
合
っ
た
白
洲
次
郎

の
日
本
人
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
に
も
似
た
、
揺
る
ぎ
な
い

思
い
で
す
。 

　

私
は
石
岡
市
を
考
え
る
と
き
、
他
の
ま
ち
に
劣
ら
な
い

素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
が
あ
り
、
そ
れ
を
活
か
す
人
材
が

い
る
ま
ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

「
子
供
た
ち
が
地
元
を
学
び
、
地
域
を
知
っ
た
上
で
進
学

や
就
職
し
て
い
け
ば
、
自
然
と
ふ
る
さ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
、
そ

れ
が
広
が
っ
て
い
く
」
と
。

　

ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず
、
ま
し
て
木
鶏
に
至
っ

て
は
「
徳
を
全
う
」
す
る
こ
と
が
肝
心
と
な
り
、
多
く
の

志
が
必
要
で
す
。 

私
自
身
も
最
善
を
尽
く
し
て
、
こ
の

一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
最
良
の
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念

し
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

◀大塚 彩加さん（杉並在住・高校 1年生）書
　第 32回全国年賀はがきコンクールで全国か
ら集まった1万を超える作品の中から6人のみ
に与えられる文部科学大臣賞を受賞しました。

広報いしおか１月１日号　№２７０　　　２　　　　　　　　



　　　　　　　　３　　　広報いしおか１月１日号　№２７０

Flower Park Winter Illumination

期間／ 12 月 1日（木）~平成 29年 1月 31日（火）
点灯時間／午後 5時 ~9時（入園は閉園の 30分前まで）
入園料／大人 500円・小人 250円
※特別イベントのため年間フリーパス、前売り券などのご利用はできません。
休園日／月曜日（祝日の場合は翌日、12月 26日は開園）、12月 31日、1月 1日
■問い合わせ　茨城県フラワーパーク　☎ 42-4111　　　http://fl owerpark.or.jp/ＨＰ

\\ 石岡駅から「石岡ぐるりん」臨時運行中 //
イルミネーション期間の土日・祝日は、運行時刻を延長し臨時運行します。午後 4時 30分に
フラワーパーク着の便がおすすめです。
■問い合わせ　石岡市観光協会　☎ 43-1111（内線 1134）　　http://ishioka-kankou.com/

\\ つくば駅から「やさとフルーツ号」が運行中 //
1 月末まで土日・祝日限定で運行中。つくば駅５番乗り場から午後４時 30分発をご利用くだ
さい。つくば駅への最終便は午後 6時 48分フラワーパーク発です。
■問い合わせ　関鉄グリーンバス株式会社石岡営業所　☎ 22-3384
　　http://www.city.ishioka.lg.jp/page/page003961.html
※どちらも、12月 31日 ~1 月 2日は運休になりますのでご注意ください。

ＨＰ

ＨＰ

写真にスマホをかざす
とイルミネーション動
画が始まります。
詳しくは市ホームペー
ジをご覧ください。

AR



宅
で
生
活
す
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

自

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
短
期
宿

泊
し
、
日
常
生
活
の
指
導
・
支
援
を

し
ま
す
。

対
象
／
1
在
宅
生
活
に
支
障
の
あ
る
人

2
ひ
と
り
暮
ら
し
、
高
齢
者
の
み
の

世
帯
で
体
調
不
良
に
よ
り
一
時
的
に

日
常
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
人

▼
生
活
管
理
指
導
員
が
訪
問
し
、
外

出
や
軽
度
な
家
事
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
／
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
、

ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の
み

の
世
帯
（
所
得
制
限
あ
り
）

利
用
回
数
／
１
週
間
１
回
（
１
時
間

以
内
・
月
４
時
間
以
内
）

利
用
料
金
／
１
時
間
２
９
０
円

外
出
や
簡
単
な
家
事
の
支
援

▼
施
設
に
通
い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
入
浴
な
ど
を
行
い
心
身
の
健
康

を
保
ち
ま
す
。

対
象
／
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
人

※
平
成
29
年
度
か
ら
新
制
度
に
移
行

予
定
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【ショートステイ】施設名 利用日数 利用料金
のぞみ

原則、
年間 20 日間

657 円
（送迎バス、
食費、

居住費は別）

明翠苑
センチュリー石岡
ゆうゆう
やさと

≫対象
介護保険の認定を受けていない
65歳以上の在宅の人

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　石岡市では、65歳以上の皆さんが市や市社会福祉協議会
の主催する講演会や教室などに参加すると、プラチナポイン
トをお贈りしています。
　貯めたポイントは、石岡市プラチナ応援券（やさと温泉ゆ
りの郷・ふれあいの里石岡ひまわりの館・常陸風土記の丘・
茨城県フラワーパークなどの施設利用券や市内協賛店で利用
できる 500 円券）と交換します。お申し込みは、市役所（八
郷総合支所）と保健センター、市社会福祉協議会まで。

生涯現役プラチナ応援事業のご案内

広報いしおか１月１日号　№２７０　　　４　　　　　　　　

申請受付後、1のサービスの利
用にあたっては、職員がご自宅
を訪問し生活状況を伺います。

1

23

　健康でいきいきした生活を
送るために、積極的に外出し
たり、体操教室などで体を動
かすことは大切です。
　健康をテーマにした講座や
教室に参加して「生涯現役」
を目指しませんか？

生
活
支
援
の

案
内

ご

■問い合わせ　高齢福祉課
　☎ 23-1111（内線 153）

サービスを利用するに
は申請書の提出など事
前のお申し込みが必要
です。
お気軽にお問い合わせ
ください。

【デイサービス】施設名 利用料金
石岡市デイサービスセンター

1,000 円
（1日あたり）

デイサービスセンターやさと
談話館
ようよう
サングリーンやさと 2,000 円

（1日あたり）八郷プロバンス



▼
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
、
限
度

額
は
５
０
０
０
円
で
す
。

対
象
／
常
に
杖
な
ど
が
必
要
な
人

※
購
入
し
た
際
の
領
収
書
と
振
込
先

の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
が
必
要

で
す
。
補
助
金
が
な
く
な
り
次
第
、

終
了
し
ま
す
。

▼
安
否
確
認
を
か
ね
て
昼
食
の
お
弁

当
を
配
達
し
ま
す
。
減
塩
、糖
尿
病
、

き
ざ
み
食
な
ど
特
別
食
に
対
応
可
能

で
す
。

対
象
／
心
身
の
障
が
い
な
ど
で
自
ら

調
理
す
る
の
が
困
難
な
、
ひ
と
り
暮

ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯

利
用
料
金
／
１
食
３
５
０
円

配
食
サ
ー
ビ
ス

在 宅高齢者支援事業

▼
安
否
確
認
を
か
ね
て
週
２
回
、
２

本
ず
つ
ヤ
ク
ル
ト
を
配
達
し
ま
す
。

対
象
／
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
で

病
弱
な
人

※
配
食
サ
ー
ビ
ス
と
の
同
時
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

愛
の
定
期
便

シ
ル
バ
ー
カ
ー
購
入
補
助

▼
緊
急
時
ボ
タ
ン
一
つ
で
消
防
署
に

連
絡
が
で
き
る
よ
う
に
、
電
話
機
に

緊
急
通
報
装
置
を
取
り
付
け
ま
す
。

対
象
／
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
病
弱

な
高
齢
者
の
み
の
世
帯

※
世
帯
の
課
税
状
況
で
、
自
己
負
担

が
か
か
り
ま
す
。

▼
コ
コ
セ
コ
ム
の
位
置
情
報
端
末
機

（
Ｇｐ
Ｓ
）
の
基
本
料
金
な
ど
を
補

助
し
ま
す
。

対
象
／
徘
徊
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

て
、
か
つ
保
護
で
き
る
人

※
世
帯
の
課
税
状
況
で
、
自
己
負
担

が
か
か
り
ま
す
。

徘
徊
高
齢
者
の
家
族
を
支
援

▼
紙
お
む
つ
・
尿
と
り
パ
ッ
ド
・
リ

ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ
の
購
入
費
の
一
部
を

助
成
し
、
１
か
月
あ
た
り
３
２
０
０

円
が
限
度
で
す
。

ご
注
意
／
申
請
は
四
半
期
ご
と
で
長

期
入
院
（
１
か
月
20
日
以
上
）
の
場

合
は
対
象
外
で
す
。

※
対
象
商
品
を
購
入
し
た
際
の
レ

シ
ー
ト
・
認
め
印
・
振
込
先
の
口
座

番
号
が
分
か
る
も
の
が
必
要
で
す
。

≫対象
在宅で生活をしていて、
介護保険の要介護度 1以上の
認定を受け住民税非課税世帯の人

ね
た
き
り
高
齢
者
の

　
　紙
お
む
つ
購
入
補
助

▲緊急通報システム。
これを電話機に付ける
と、ボタン一つで消防
署とつながり、会話で
きない場合でも、住所
が登録してあるため自
宅へ向かうことができ
ます。

　　　　　　　　５　　　広報いしおか１月１日号　№２７０

≫対象
介護保険の認定の有無に
関係なく 65歳以上の在宅の人

\ＯＫ /\ ＯＫ /

対象／老人性白内障の治療により水晶体の摘出手術を受け、
視力矯正のため補助眼鏡等を使用する必要があると医師が認
めた人
申請に必要なもの／補助眼鏡等を購入した際の領収書（平成
28年度内に購入したもの）・医療機関の証明書・助成金の振
込先の口座の分かるもの・認め印
助成額／一人につき一回、購入価格の半額で2万円が限度額。

老人性白内障補助眼鏡等の購入助成

平成28年 4月 1日制度開始

12

34

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
貸
与

5

\ ＯＫ /\ ＯＫ /

≫対象
介護保険の認定の有無に関係
なく65歳以上の市内在住で、
住民税が非課税の人



▲元気に出発、いってらっしゃい！

▲富有柿を手に取り、一つひとつ吟味する生産者と今泉市長
　

11
月
14
日
、
皇
室
に
献
上
す
る
富
有

柿
の
審
査
会
が
八
郷
総
合
支
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
三
つ
の
出
荷
組
合

（
マ
ル
園
柿
出
荷
組
合
・
Ｊ
Ａ
や
さ
と

柿
部
会
・
十
三
塚
柿
出
荷
組
合
）
が
順

番
に
献
上
し
、
今
年
は
十
三
塚
地
区
。

事
前
審
査
を
通
過
し
た
１
８
０
個
か

ら
今
泉
市
長
や
生
産
者
ら
が
72
個
を

厳
選
。
昨
夏
の
高
温
と
長
雨
の
影
響
で

落
果
が
多
く
収
穫
量
が
減
り
ま
し
た

が
、
残
っ
た
柿
の
糖
度
は
高
く
大
き
く

て
品
質
の
良
い
富
有
柿
が
揃
い
ま
し

た
。
翌
15
日
、
松
隈
副
市
長
と
生
産
者

が
宮
内
庁
を
訪
れ
天
皇
皇
后
両
陛
下

に
届
け
ま
し
た
。

室へ柿を献上。厳選 72 個皇 岡×小美玉で広がる魅力石

▲筑波山麓の斜面に植えられた福来みかんは小粒でも香りは抜群
　

石
岡
市
の
福ふ
く
れ来
み
か
ん
と
小
美
玉

市
の
乳
製
品
を
組
み
合
わ
せ
た
、
飲

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

作
っ
た
の
は
小
美
玉
市
の
小
美
玉
ふ

る
さ
と
食
品
公
社
。
市
内
の
鈴
木
観

光
果
樹
園
（
小
幡
）
の
福
来
み
か
ん

の
皮
を
ペ
ー
ス
ト
に
し
て
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
に
加
え
て
い
ま
す
。
香
り
が
良

い
福
来
み
か
ん
を
入
れ
る
こ
と
で
爽

や
か
な
後
味
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

二
つ
の
ま
ち
の
魅
力
が
合
わ
さ

り
、
誕
生
し
た
新
し
い
魅
力
。
昨
年

11
月
か
ら
市
内
直
売
所
な
ど
で
、
販

売
を
開
始
し
て
い
て
、
１
月
末
ま
で

の
限
定
販
売
の
予
定
で
す
。

▲ゴールの後の豚汁に舌鼓。一緒に食べると、おいしいね

　

毎
日
歩
く
こ
と
は
健
康
維
持
の
第

一
歩
。
11
月
５
日
、
石
岡
運
動
公
園

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
、
秋
の
恒

例
行
事
「
い
し
お
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
平
成
26
年
３
月
～

平
成
28
年
２
月
の
２
年
間
、
国
民
健

康
保
険
加
入
者
で
医
療
機
関
に
か
か

ら
な
か
っ
た
世
帯
を
「
健
康
優
良
家

庭
」
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
４
０
０
人
ほ
ど
が
参
加

し
、
高
浜
の
愛
郷
橋
を
経
て
桜
づ
つ

み
周
辺
の
霞
ヶ
浦
湖
畔
を
歩
く
約
8.5

㎞
の
霞
ヶ
浦
と
筑
波
山
を
一
望
で
き

る
コ
ー
ス
。
小
雨
降
る
中
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
す
る
時
に
は

秋
晴
れ
の
空
が
広
が
り
ま
し
た
。

「
測
量
の
仕
事
で
日
本
中
を
歩
い
た

か
ら
、
歩
く
こ
と
は
苦
に
な
ら
な
い

よ
。
健
康
は
足
か
ら
と
言
い
ま
す
か

ら
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
ペ
ー
ス
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
た
い
」
と
話

す
の
は
昭
和
４
年
生
ま
れ
の
鈴
木
正

三
さ
ん
（
茨ば

ら
き城

在
住
）。
ゴ
ー
ル
の

後
は
、
大
き
な
鍋
で
作
っ
た
具
沢
山

の
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
で
昼
食
タ
イ
ム

で
す
。「
こ
う
し
て
賑
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
、
み
ん
な
と
ご
は
ん
を
食

べ
る
と
明
る
い
気
持
ち
に
な
る
。
大

切
な
時
間
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

 ヶ浦湖畔を歩いて健康維持、第 9 回いしおかウォーキング大会を開催霞

このマークのある話題は
「広報いしおか」facebook

で紹介しています
まちのわだい
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楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

▲市役所入口に移設された慰霊碑に手を合わせる小松会長（遺族会） ▲石岡商業高校の文化祭でも新作サンド「ふくれちゃん」は大好評

　

石
岡
商
業
高
校
で
は
授
業
の
一
環

で
「
い
し
お
か
サ
ン
ド
」
の
商
品
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
内
菓

子
店
の
協
力
の
も
と
２
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
今
回
は
福ふ

く
れ来
み
か
ん
を

使
っ
た
サ
ン
ド
を
開
発
。「
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
が
中
心
。
だ
か
ら
ア
イ
デ

ア
や
意
見
を
出
し
合
う
な
ど
メ
ン

バ
ー
と
協
力
し
て
進
め
る
こ
と
を
学

ん
だ
」
と
話
す
生
徒
た
ち
。
こ
の
授

業
が
き
っ
か
け
で
「
福
来
み
か
ん
」

を
知
っ
た
と
話
す
子
も
。
担
当
の
東

郷
先
生
は
体
験
か
ら
学
び
を
深
め
て

も
ら
い
た
い
と
話
し
ま
す
。
２
月
に

も
新
商
品
を
販
売
予
定
で
す
。

石　岡商業生が、いしおかサンドの商品開発

　

石
岡
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
工
事

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
敷
地
の
南
端
に

位
置
し
て
い
た
戦
没
者
慰
霊
碑
が
市

役
所
入
口
の
左
手
に
移
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
慰
霊
碑
に
は
「
平
和
の
礎
」

と
い
う
文
字
が
刻
ま
れ
、
昭
和
51
年

に
石
岡
市
戦
没
者
遺
族
会
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
二
度
と
戦
争
は

し
な
い
と
い
う
平
和
へ
の
願
い
を
込

め
て
、
遺
族
の
皆
さ
ん
は
定
期
的
に

掃
除
を
し
、
花
を
供
え
る
な
ど
心
を

寄
せ
る
場
所
で
す
。
10
月
８
日
、
遺

族
会
役
員
に
見
守
ら
れ
る
中
、
護
国

神
社
（
水
戸
市
）
の
神
主
に
よ
る
移

設
後
の
御
霊
入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市 庁舎建設に伴い戦没者慰霊碑を移設

れさせない。樹齢 1300 年の大スギを守る、佐久の大スギ保存会の取り組み枯

　

八
郷
地
区
佐
久
集
落
の
鹿
島
神
社

の
ご
神
木
、
佐
久
の
大
ス
ギ
は
、
樹

齢
１
３
０
０
年
を
超
え
る
と
い
わ

れ
、
高
さ
は
29
ｍ
、
幹
回
り
は
９
ｍ

に
も
な
り
ま
す
。

　

19
年
前
、
大
ス
ギ
は
枯
れ
る
寸
前

の
状
態
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
れ

ほ
ど
の
木
を
絶
や
し
て
は
い
け
な
い

と
樹
木
医
の
助
言
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

地
元
保
存
会
で
は
樹
勢
回
復
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
昨
年
９
月
か
ら

は
、
枯
れ
枝
の
切
除
や
避
雷
針
の
修

復
、
歩
廊
の
洗
浄
・
修
理
、
隣
接
す

る
竹
林
の
伐
採
を
行
い
、
11
月
６
日

に
は
景
観
保
護
や
風
よ
け
の
た
め
ス

ギ
苗
28
本
を
植
樹
。

　

樹
木
医
の
橋
本
憲
二
さ
ん
は
「
杉

は
水
の
溜
ま
り
や
す
い
場
所
を
好
む

の
に
、
高
台
に
あ
る
佐
久
の
大
ス
ギ

が
こ
こ
ま
で
生
き
抜
い
て
き
た
の
が

本
当
に
不
思
議
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

保
存
会
の
会
長
の
大
場
洋
一
さ
ん

は
「
歩
廊
の
修
繕
も
終
わ
り
、
枯
葉

も
掃
除
し
た
の
で
、
大
ス
ギ
を
も
っ

と
身
近
で
見
学
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。神
社
の
大
切
な
ご
神
木
。

多
く
の
人
た
ち
に
見
に
来
て
も
ら

い
、
こ
こ
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
愛
情
を

込
め
て
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

▲風よけのために杉の苗を植樹。地元の子どもたちもお手伝い▲地域を見守る、佐久の大スギ。
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眠から生活習慣を考える睡

▲11月10日、保護者、教員などを交えた学校保健委員会で発表する児童たち
　

小
桜
小
学
校
で
は
、
平
成
27
年
の

９
月
か
ら
睡
眠
を
切
り
口
に
規
則
正

し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
べ
く

週
２
回
の
「
午
睡
タ
イ
ム
」
を
導
入
。

午
睡
後
は
、
掃
除
で
体
を
動
か
し
、

午
後
の
授
業
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
児
童
は

「
午
後
の
授
業
で
眠
く
な
ら
ず
、
集

中
し
て
勉
強
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
け
が
の
手
当
て
な
ど
を
学

ぶ
「
健
康
タ
イ
ム
」
や
テ
レ
ビ
や
ス

マ
ホ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
離
れ
る

生
活
（
＝
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
）
な
ど

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
で
す
。

学校のわだい

▲ペンキ塗りが上手になった子どもたちと塗装工業会茨城県支部の皆さん
　

11
月
21
日
、
国
道
３
５
５
号
ガ
ー

ド
下
の
落
書
き
さ
れ
た
約
３
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
の
壁
を
き
れ
い
に
し
よ

う
と
北
小
の
児
童
が
ペ
ン
キ
塗
り
を

行
い
ま
し
た
。
日
本
塗
装
工
業
会
茨

城
県
支
部
や「
い
ば
ら
き
教
育
の
日
」

推
進
協
議
会
な
ど
の
協
力
の
も
と
、

６
年
生
10
人
が
作
業
に
参
加
。
校
長

の
櫻
井
登
代
子
先
生
は
「
ガ
ー
ド
下

は
通
学
路
。
日
頃
か
ら
落
書
き
を
何

と
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り

感
動
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

も
地
域
を
大
切
に
す
る
心
が
育
ま
れ

た
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

書きされた壁をきれいにする落

び合いの場をデザインするために、先生同士も学び合う。（国府中）学

▲授業公開しアドバイスをもらうことは、先生自身の学び合いでもあります
　

先
生
が
知
識
を
与
え
生
徒
が
受
け

取
る
だ
け
で
な
く
、
生
徒
同
士
が
互

い
に
教
え
た
り
教
え
ら
れ
た
り
し
な

が
ら
学
習
を
進
め
て
い
く
と
い
う
授

業
ス
タ
イ
ル
を
「
学
び
合
い
」
と
い

い
ま
す
。

「
分
か
ら
な
い
か
ら
教
え
て
」
と
言

え
る
勇
気
や
、
自
分
の
言
葉
で
説
明

で
き
る
力
は
、
他
者
と
の
関
わ
り
合

い
や
理
解
を
深
め
て
く
れ
る
も
の
。

生
徒
同
士
の
学
び
合
い
を
促
す
に

は
、
授
業
の
テ
ー
マ
づ
く
り
や
先
生

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力
（
意
見

を
引
き
出
す
力
）
が
と
て
も
重
要
で

す
。
そ
こ
で
国
府
中
学
校
で
は
月
に

２
回
の
ペ
ー
ス
で
授
業
を
公
開
し
、

意
見
交
換
を
し
合
い
「
先
生
同
士
」

も
学
び
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
は
教
室
を
案
内
す
る
マ
ー
ク

を
考
え
る
美
術
の
授
業
。「
み
ん
な

に
と
っ
て
見
や
す
い
印
」
と
は
何
か

を
生
徒
た
ち
が
話
し
合
っ
て
い
ま
し

た
。
授
業
終
了
後
、
見
学
し
て
い
た

先
生
た
ち
で
振
り
返
り
、
生
徒
自
身

の
主
体
性
を
引
き
出
す
声
か
け
や
タ

イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
質
の
高
い
授
業
を

提
供
す
る
た
め
に
、
先
生
た
ち
も
授

業
研
究
に
励
み
、
日
々
、
学
び
合
い

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▲「見やすさ」のイメージを言葉で説明する力を美術を通して育みます

　北 小 小 桜 小
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▲「その古墳はおばあちゃんと散歩で行った」身近な場所に話も盛り上がります ▲身近な場所の古い歴史を知る楽しさを伝える原田信子さん（右）

「
歴
史
上
の
大
き
な
出
来
事
は
繰
り

返
し
勉
強
し
ま
す
が
、
そ
れ
が
自
分

た
ち
の
暮
ら
す
地
域
の
歴
史
と
ど
う

関
係
あ
る
の
か
を
勉
強
す
る
機
会
は

意
外
と
な
い
も
の
。
だ
か
ら
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
こ
と
は
大
切
」
と
話

す
の
は
、
半
田
地
区
に
暮
ら
す
原
田

信
子
さ
ん
。
ふ
る
さ
と
学
習
の
講
師

と
し
て
、
10
月
27
日
、
６
年
生
21
人

に
、
原
田
み
ち
子
さ
ん
（
半
田
）
と

小
桜
地
区
の
歴
史
の
授
業
を
行
い
ま

し
た
。
お
二
人
は
、
ふ
る
さ
と
学
習

本
を
作
る
た
め
の
情
報
提
供
を
行
っ

た
山
根
塾
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

日
本
と
石
岡
の
歴
史
年
表
に
、
小

桜
地
区
の
歴
史
を
重
ね
、
授
業
は
進

み
ま
す
。
新
潟
県
糸
魚
川
流
域
で
採

集
し
た
ヒ
ス
イ
と
い
う
宝
石
が
発
見

さ
れ
た
縄
文
時
代
の
「
半
田
松
金
遺

跡
」を
例
に「
当
時
は
車
な
ん
て
な
い
。

ど
う
し
て
、
こ
こ
に
そ
ん
な
に
遠
く

の
も
の
あ
る
ん
だ
と
思
う
？
」
と
原

田
さ
ん
が
問
い
掛
け
る
と
、
子
ど
も

た
ち
は
興
味
津
々
。
高
価
な
ヒ
ス
イ

と
交
換
で
き
る
も
の
が
あ
る
豊
か
な

場
所
だ
っ
た
と
答
え
を
出
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
「
私
の
住
ん
で
い
る

と
こ
ろ
は
、
大
昔
か
ら
住
み
良
い
場

所
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

た
。
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た
く

な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

地 元の人が先生。地域の豊かさを伝える、ふるさと学習の授業を実施。（小桜小）

レビ会議で交流授業を実施テ

▲テレビ画面ごしには北小のみんなと作品が映し出されました
　

11
月
29
日
、
高
浜
小
４
年
生
と
北

小
４
・
５
年
生
が
「
ふ
る
さ
と
学
習
」

で
ま
と
め
た
こ
と
を
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
を
使
っ
て
発
表
し
ま
し
た
。

画
面
に
は
相
手
と
自
分
た
ち
の
教
室

が
映
し
出
さ
れ
、
４
年
生
は
市
内
施

設
や
お
ま
つ
り
な
ど
に
つ
い
て
調
べ

た
こ
と
を
、
５
年
生
は
ふ
る
さ
と
自

慢
カ
ル
タ
を
紹
介
。
高
浜
小
教
頭
の

吉
田
淳
先
生
は
「
児
童
数
の
少
な
い

小
規
模
校
だ
と
接
す
る
友
だ
ち
の
数

も
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
他
校
の

児
童
た
ち
と
交
流
で
き
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

ふるさと学習　　　　　　　
　石岡市の歴史、文化、産業等の理解を
深め、ふるさとへの誇りを胸に、広い世
界で活躍できる子どもたちを育てていく
ために、今年度から「ふるさと学習」を
実施しています。
　平成 26 年から 2年間かけて、各学校
の先生方が編集委員となりテキストを作

成。平成 28 年度
から小学 1年～中
学3年生を対象に、
左のふるさと学習
本を配布し、小 1・
2年生は年４時間、
小 3~ 中 3 は 年 5
時間の授業が始ま
りました。

成。平成 28 年度
から小学 1年～中
学3年生を対象に、
左のふるさと学習
本を配布し、小 1・
2年生は年４時間、
小 3~ 中 3 は 年 5
時間の授業が始ま
りました。

高  浜  小

　　　　　　　　９　　　広報いしおか１月１日号　№２７０
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記 念
講 演

●
スーパー

●
交番

●
コンビニ

●

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド●八郷保健

センター

八
郷
郵
便
局

八郷総合支所
●

中
央
公
民
館

Ｐ
恋
瀬
川

会
場

八坂神社
●

至石岡駅

《案内図》

　

教
育
委
員
会
で
は
「
生
涯
学
習

の
集
い
」
に 

服
部
幸
應
氏
を
お

招
き
し
、記
念
講
演
を
行
い
ま
す
。

期
日
／
２
月
11
日
（
土
）

会
場
／
中
央
公
民
館
（
八
郷
総
合

支
所
隣
り
）

講
師
／
服
部 

幸
應
氏
（
医
学
博

士
、
学
校
法
人
服
部
学
園
服
部
栄

養
専
門
学
校
理
事
長
・
校
長
）

演
題
／
食
育
の
す
す
め

プ
ロ
グ
ラ
ム

午
前
９
時
／
受
け
付
け

午
前
９
時
15
分
／
開
会

午
前
９
時
30
分
／
家
庭
教
育
学
級

体
験
発
表
・
オ
ア
シ
ス
運
動
表
彰

午
前
10
時
30
分
／
記
念
講
演

申
込
方
法
／
１
月
10
日
（
火
）
か

ら
電
話
で
申
し
込
み
（
先
着
順
）。

申
し
込
み
の
際
に　

①
氏
名 

②

住
所 

③
電
話
番
号
を
お
聞
き
し

ま
す
。

※
託
児
（
３
歳
〜
未
就
学
児
）
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
生
涯
学
習
課

へ
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
☎
４
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
３
６
４
）

Profi le
服
はっとり

部 幸
ゆ き お

應氏 プロフィール

　東京都出身。立教大学卒
業。昭和大学医学部博士課程
修了。
　食育を通じた生活習慣病や
地球環境保護の講演活動に精
力的に取り組んでいる。また、
テレビ・ラジオなど多方面で
活躍中。

生
涯
学
習
の
集
い
　

　
　
　
　
記
念
講
演
を
開
催

ひ
ま
わ
り
の
館
講
座

講師／加藤裕子先生
定員／ 20 人　参加費／ 1,000 円

タイ料理ガパオライス&春雨スープ

１月27日（金）
午前 10時～午後０時 30分

講師／南芝映先生
定員／ 20 人　参加費／ 1,000 円

韓国料理「キンパブ（韓国のり巻）」

２月18日（土）
午前 10時～正午

フランス家庭菓子「オレンジのババロア」

２月25日（土）
午前10時～午後0時30分

イギリス家庭菓子「スコーン&いちごジャム」

３月25日（土）
午前10時～午後0時30分

講師／栃本恵子先生
定員／ 20 人　参加費／ 1,000 円

「春の美味薬膳料理」

３月15日（水）
午前 10時～正午

申込期間／１月４日（水）～ 14日（土）
※定員を超えた場合は抽選。
（申込時間は午前 8時 30分～午後５時）
申込方法／直接または電話で申し込み
■申し込み・問い合わせ
ふれあいの館石岡 ひまわりの館
☎ 35-1126

講師／加藤裕子先生
定員／ 20 人　参加費／ 1,000 円

講師／加藤裕子先生
定員／ 20 人　参加費／ 1,000 円

趣 味
講 座

広報いしおか１月１日号　№２７０　　１０　　　　　　　　



地域防災訓練
――― 一人ひとりが防災への理解と意識を高めるために

「茨城県南部を震源とする直下型地震が
発生。地震の規模はマグニチュード 6.5
程度、石岡市では震度 6 弱を記録」を
想定した訓練を実施しました。

■
10
月
30
日
実
施

■
５
１
１
人
参
加

「
平
成
28
年
度
地
域
と
学

校
が
連
携
し
た
防
災
教
育

事
業
」
の
県
南
地
区
モ
デ

ル
学
校
に
指
定
さ
れ
、
地

域
・
学
校
・
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

 【
参
加
者
の
声
】

　

学
校
と
連
携
し
た
訓
練

を
実
施
し
た
こ
と
で
、
教

員
・
保
護
者
・
児
童
の
防

災
へ
の
理
解
も
深
ま
り
ま

し
た
。

1ハシゴ車による救助訓練
2避難行動訓練後の受け付け
3シェイクアウト訓練　
4児童による防災体験発表
5いきいきクラブ・ＰＴＡ
による炊き出し訓練　
6水消火器による消火訓練
7航空隊による説明

1ＡＥＤを使った応急手当
訓練　2避難行動訓練後の
受け付け　3防災講話　
4ＪＡ女性部・ＰＴＡ・育
成会による炊き出し訓練　
5消防団による散水訓練　
6水消火器による消火訓練
7石岡警察署による説明

■
11
月
６
日
実
施

■
２
１
２
人
参
加

　

一
時
避
難
所
に
関
川
地

区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を

設
定
。
地
区
ご
と
に
参
集

し
、
避
難
行
動
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
声
】

　

多
く
の
住
民
が
参
加

し
、
地
区
と
し
て
の
防
災

意
識
が
高
ま
っ
て
よ
か
っ

た
で
す
。

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

5

6

7

関川地区防災訓練

林地区地域・学校防災訓練
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■
問
い
合
わ
せ

茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー

（
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
０
２
９
・
２
４
３
・
８
９
８
９

（
お
知
ら
せ
）

も
の
忘
れ
（
認
知
症
）
相
談
会

▼
早
期
に
診
断
や
治
療
を
受
け
、

今
後
の
生
活
や
介
護
の
見
通
し
を

立
て
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

認
知
症
の
初
期
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

ず
、適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
で
、

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
気
に
な
る
症
状
が
見
ら
れ
る

時
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
精
神
保

健
福
祉
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

訪
問
で
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す

（
予
約
制
）

日
時
／

１
月
12
・
26
日
、
２
月
９
日
（
木
）

※
時
間
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
。

こ
の
日
程
以
外
の
日
で
も
相
談
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
・
１
１
２
７

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

展石
岡
市
消
防
団  

新
入
団
員

▼
市
消
防
団
条
例
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
入
団
条
件
が
緩
和
さ
れ
ま

し
た
。
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば
、
男
性
で
も
女
性
で
も
入
団

で
き
ま
す
。

入
団
条
件
／

・
石
岡
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人

・
石
岡
市
に
勤
務
ま
た
は
通
学
し

　

て
い
る
人

・
18
歳
以
上
の
人

・
心
身
と
も
に
健
康
な
人

■
問
い
合
わ
せ

市
消
防
本
部
総
務
課

☎
２
３
・
０
１
１
９

県
立
石
岡
第
一
高
等
学
校

定
時
制
課
程
成
人
特
例
入
学

応
募
資
格
／
次
の
①
～
③
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
人

①
中
学
校
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

学
校
を
卒
業
し
た
人

②
原
則
と
し
て
県
内
に
居
住
地
ま

た
は
勤
務
地
を
有
す
る
人

③
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
満

20
歳
以
上
の
人

選
抜
方
法
／
学
力
検
査
は
行
わ

ず
、
調
査
書
、
面
接
、
作
文
な
ど

に
よ
り
選
抜

定
員
／
一
般
入
学
希
望
者
の
募
集

定
員
40
人
の
中
に
含
む

志
願
手
続
／
卒
業
し
た
中
学
校
の

校
長
に
入
学
願
書
等
を
提
出

提
出
日
／
２
月
10
日
（
金
）、
13

日
（
月
）、
14
日
（
火
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

選
抜
日
／
３
月
３
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

県
立
石
岡
第
一
高
等
学
校
定
時
制

☎
２
２
・
４
１
３
５

高
齢
者
は
つ
ら
つ
百
人
委
員
会

委
員

▼
県
で
は
、
高
齢
者
自
ら
健
康
づ

く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
企
画

し
て
行
う
委
員
会
を
設
け
て
い
ま

す
。
県
内
５
地
域
、
各
１
０
０
人

の
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
県
内
在
住
の
お
お
む
ね
60

歳
以
上
で
、
委
員
会
の
活
動
に
出

席
で
き
る
人

※
委
員
と
し
て
５
期
10
年
務
め
た

人
、
地
方
公
共
団
体
の
長
お
よ
び

議
員
を
除
く

任
期
／
平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成

31
年
３
月
末
日
（
２
年
間
）

※
報
酬
、
交
通
費
は
あ
り
ま
せ
ん

応
募
締
切
／
２
月
28
日
（
火
）

募

集

お

知

ら

せ

市内の月間交通事故件数【11/30 現在】
・発生件数　　 233 件   （－ 5）
・死 者 数          1 人    （  0）
・負傷者数　　 310 人    （－ 6）
・物損事故　  1,661 件   （-78）
※（　）内は前年比
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

広報いしおか１月１日号　№２７０　　１２　　　　　　　　
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不
動
産
を
公
売
し
ま
す

日
時
／
２
月
14
日
（
火
）

午
後
１
時
受
け
付
け

場
所
／
八
郷
総
合
支
所
３
階

３
０
３
会
議
室

公
売
不
動
産
／

①
土
地

　石
岡
市
吉
生
地
内

田　

１
６
５
０
㎡

見
積
価
格　

54
万
円

公
売
保
証
金　

６
万
円

②
土
地

　石
岡
市
小
倉
地
内

田　

２
６
９
５
㎡

田　

55
㎡

田　

１
８
１
㎡

見
積
価
格　

82
万
円

公
売
保
証
金　

９
万
円

③
土
地

　石
岡
市
小
幡
地
内

畑　

１
５
４
８
㎡

見
積
価
格　

55
万
円

公
売
保
証
金　

６
万
円

入
札
参
加
条
件
／
農
地
な
の
で
市

農
業
委
員
会
発
行
の
「
買
受
適
格

証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

※
中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

1
収
納
対
策
課
（
内
線
１
１
３
）

　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
一
般
職
職

員
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
実
施
要
項
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間

１
月
４
日
（
水
）
～
20
日
（
金
）

第
一
次
試
験

２
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

か
ら

試
験
会
場

湖
北
環
境
衛
生
組
合
会
議
室
（
予

定
）

職
種　

一
般
事
務
職

採
用
人
数　

１
人

受
験
資
格

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
高
等
学
校
ま
た
は
同
程
度
以

上
の
学
歴
を
有
す
る
人
（
来
春
卒

業
予
定
者
を
含
む
）

※
受
験
資
格
に
該
当
す
る
人
で
も

受
験
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。（
地
方
公
務
員
法
欠
格
条
項
）

◎
受
験
手
続

◆
要
項
と
申
込
書
の
取
得

受
験
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

http://w
w

w
.kohokukan

kyou.jp/

郵
便
に
よ
る
請
求
は
、
封
筒
の
表

に
「
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
切
手
を
貼
っ
た
宛

先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

申
込
用
紙
に
所
要
事
項
を
自
筆
で

記
入
し
、
直
接
持
参
す
る
か
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送

で
申
し
込
む
際
は
、
封
筒
の
表

に
「
受
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
、

簡
易
書
留
な
ど
の
確
実
な
方
法
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
１
月
20
日
（
金
）
必
着

◆
受
付
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
日
祝
日
を
除
く
。

◆
添
付
書
類

申
込
用
紙
に
次
の
書
類
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

①
履
歴
書
兼
身
上
書
（
当
組
合
指

定
の
用
紙
に
最
近
３
か
月
以
内
に

撮
影
し
た
上
半
身
無
帽
正
面
向
き

の
写
真
を
貼
っ
た
も
の
）

②
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込

証
明
書
（
最
終
学
歴
の
も
の
）

※
受
付
期
間
内
に
必
要
書
類
す
べ

て
そ
ろ
わ
な
い
場
合
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

◆
試
験
方
法

第
一
次
試
験　

教
養
試
験
、
適
性

検
査
、
作
文
試
験

第
二
次
試
験　

口
述
試
験

◆
合
格
者
の
発
表

受
験
者
全
員
に
郵
送
で
通
知
し
ま

す
。

第
一
次
試
験　

２
月
中
旬
予
定

第
二
次
試
験　

３
月
上
旬
予
定

◆
採
用
時
期

平
成
29
年
４
月
１
日
（
予
定
）

平
成
28
年
度

　湖
北
環
境
衛
生
組
合

　職
員
採
用
試
験

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

湖
北
環
境
衛
生
組
合
事
務
局

〒
３
１
５
︲
０
０
２
３

石
岡
市
東
府
中
25
番
１
号

☎
２
２
・
６
０
９
２

ＨＰ
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1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

▼
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
時

や
い
ざ
と
い
う
時
の
生
活
を
、
現

役
世
代
で
支
え
る
た
め
の
仕
組
み

で
す
。

　

若
い
時
に
加
入
し
保
険
料
を
納

め
続
け
る
こ
と
で
、
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
は
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら

忘
れ
ず
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ

う
。

●
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

【
将
来
の
大
き
な
支
え
に
】

　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
、

年
金
の
給
付
は
生
涯
、
保
障
さ
れ

ま
す
。

【
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
】

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た

時
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害

年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
が
い

が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま

す
。
ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者

が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者

に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や

「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

●
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

▼
申
請
に
よ
り
学
生
の
保
険
料
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
期
間
は
、
年

金
を
受
け
る
た
め
の
期
間
と
し
て

計
算
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
50
歳
未
満
の
人
は
、

「
納
付
猶
予
制
度
」

▼
申
請
に
よ
り
50
歳
未
満
で
学
生

以
外
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

　

納
付
猶
予
の
期
間
は
、
年
金
を

受
け
る
た
め
の
期
間
と
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
制
度
の
利
用
に
は
所
得
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

日
本
年
金
機
構
土
浦
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
５
・
１
１
７
０

1
保
険
年
金
課
（
内
線
１
３
８
）

小
学
校
入
学
祝
金
を
贈
呈

▼
平
成
29
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
子
の
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
を
対
象
に
、
祝
金
を
贈
呈
し

ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
寄
付
金
に
よ
っ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

申
請
期
間
／
１
月
４
日
（
水
）
～

31
日
（
火
）

対
象
／
平
成
29
年
１
月
１
日
現

在
、
市
内
在
住
の
住
民
登
録
が
あ

る
人
で
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
児

童
を
養
育
し
て
い
る
、
次
の
1
ま

た
は
2
に
該
当
す
る
人

1
父
母
で
配
偶
者
の
い
な
い
人
ま

た
は
父
母
以
外
で
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人

※
事
実
上
の
婚
姻
関
係
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
場
合
は
対
象
外

2
身
体
障
害
者
手
帳
を
も
っ
て
い

る
人

祝
金
額
／
1
２
万
円　

2
５
万
円

※
1
と
2
両
方
に
該
当
す
る
人
は

７
万
円

申
請
先
／
1
は
こ
ど
も
福
祉
課

2
は
社
会
福
祉
課

※
支
所
市
民
窓
口
課
で
は
1
と
2

の
ど
ち
ら
の
人
も
申
請
で
き
ま
す
。

持
参
す
る
も
の
／

①
認
め
印
、
戸
籍
謄
本
（
受
給
資
格

者
お
よ
び
対
象
児
童
の
も
の
で
、
申

請
日
前
１
か
月
以
内
発
行
の
も
の
）

②
認
め
印
、
身
体
障
害
者
手
帳

■
問
い
合
わ
せ

1 
1
こ
ど
も
福
祉
課（
内
線
１
７
４
）

2 
1
社
会
福
祉
課（
内
線
１
５
７
）

お

知

ら

せ

犯罪被害からの回復、相談窓口
～思いやる心が支援の第一歩です～

（公社）いばらき被害者支援センター
☎ 029-232-2736
性暴力被害者ｻﾎﾟｰﾄﾈｯﾄﾜｰｸ茨城 
☎ 029-350-2001
犯罪被害者相談窓口（茨城県） 
☎ 029-301-7830

広報いしおか１月１日号　№２７０　　１４　　　　　　　　

情報ネット
ワーク

information

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
参
加
団
体
を
募
集
！

タウン
ミーティング
10 月８日開催　シリーズ 26　
秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 212）

団
体

戸
の
内
１
区
３
班
（
林
地
区
）  

の
皆
さ
ん

住
み
や
す
い
街
づ
く
り
つ
い
て

　

開
催
時
間
が
夜
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
市
長
か
ら
は
会
場
付
近
が

と
て
も
暗
く
感
じ
ら
れ
た
と
い
う

お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
区
長
か

ら
は
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進

め
て
お
り
、
電
気
代
の
軽
減
も
図

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

10
人
が
参
加
し
、
道
路
の
整
備

や
雇
用
の
場
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

参加者から出された意見

・石岡駅までのアクセスを良くして
ほしい。朝の通学・通勤時間帯は渋
滞。昔からの道路のため、道幅は狭
く、退避場所を心得ていないとすれ
違いができない。生活道路の整備を
してほしい。
・戸の内コミュニティーセンター付
近の道路は、雨上がりになると大変
大きな水たまりができてしまう。通
学路になっているため、子どもたち
がかわいそうである。
・地元で就職するのは大変難しい。
若者を呼ぶための諸整備の一つとし
て、雇用の場を設けてほしい。

　タウンミーティング

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
市

長
が
直
接
、
皆
さ
ん
の
地
区
に
出

向
き
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
対

話
す
る
も
の
で
す
。

　

廃
校
に
な
っ
た
中
学
校
跡
地
の

活
用
、
地
区
の
耕
作
放
棄
地
や
鳥

獣
被
害
の
実
態
、
災
害
時
の
避
難

訓
練
な
ど
地
域
の
課
題
を
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
話
し
ま
せ
ん

か
？

申
込
方
法

　

市
内
在
住
・
在
勤
で
、
当
日
の

参
加
者
が
10
人
を
見
込
む
地
区
・

団
体
が
対
象
で
す
。

　

直
接
ま
た
は
、
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課
☎
２
３
・１
１
１
１

（
内
線
２
１
２
）

参 加
募 集

都 市
計 画

日時／１月 24日（火）午前 10時
場所／国府地区公民館 ２階会議室
内容／石岡市都市計画マスタープランの策
定について
傍聴定員／ 10人
※定員を超えた場合は、抽選
傍聴受付時間／午前９時 30分～９時 55分
※予定が変更になる場合もありますので、
ご了承ください。

■問い合わせ　都市計画課　
☎ 23-1111（内線 292）

石岡市都市計画審議会
の開催について

　　　　　　　　１５　　広報いしおか１月１日号　№２７０
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石
岡
市
軟
式
野
球
連
盟
会
長
杯

野
球
大
会

９
月
25
日
、
10
月
２
・
16
・
23
日

柏
原
野
球
場
・
染
谷
野
球
場

優　

勝
／
チ
ュ
ッ
パ
チ
ャ
ッ
プ
ス

秋
季
ミ
ッ
ク
ス

　
　
　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

10
月
30
日
・
石
岡
運
動
公
園

混
合
複
Ａ

優　

勝
／
廣
瀬
直
樹
・
赤
坂
綺

良
々
（
ｔ
ｉ
ｕ
ｓ
）

混
合
複
Ｂ

優　

勝
／
三
上
貴
之
・
大
曾
根
瞳

（
百
合
ヶ
丘
ク
ラ
ブ
）

混
合
複
Ｃ

優　

勝
／
小
川
拓
真
・
猪
股
笙
子

（
筑
波
大
学
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好

会
）

混
合
複
Ｄ

優　

勝
／
鈴
木
淳
・
三
谷
由
香
里

（
一
般
Ｂ
）

混
合
複
Ｅ

優

　勝
／
森
裕
樹
・
森
本
希
久
江

（
ま
ん
ぼ
う
）

混
合
複
50

優　

勝
／
井
上
茂
・
小
松
崎
佐
知

子
（
東
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
）

月
例
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

９
月
24
日
、
鹿
の
子
健
康
広
場

優　

勝
／
あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

健
康
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

10
月
20
日
、
八
郷
総
合
運
動
公
園

優　

勝
／
鹿
の
子
チ
ー
ム

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
杯

　
　
　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

11
月
６
日
、
八
郷
総
合
運
動
公
園

体
育
館

優　

勝
／
石
岡
南
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

秋
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

11
月
６
日
、
柏
原
テ
ニ
ス
場

男
子
優
勝
／
柴
﨑
・
志
岐
組

女
子
優
勝
／
河
原
井
・
坂
野
組

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
杯

　
　
　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

11
月
13
日
、
石
岡
運
動
公
園
体
育

館４
年
生
以
下
男
子
の
部

優　

勝
／
武
田
櫂
・
鈴
木
啓
真

（
恋
南
）

４
年
生
以
下
女
子
の
部

優　

勝
／
草
間
寧
音
・
草
間
愛
実

（
東
少
年
）

５
年
生
以
下
男
子
の
部

優　

勝
／
小
吹
龍
彦
・
千
代
怜
摩

（
東
少
年
）

５
年
生
以
下
女
子
の
部

優　

勝
／
小
沼
鈴
奈
・
岡
野
優（
東

少
年
）

６
年
生
男
子
の
部

優　

勝
／
小
松
﨑
真
也
・
上
曽
直

輝
（
い
ば
ら
き
ジ
ュ
ニ
ア
）

６
年
生
女
子
の
部

優　

勝
／
井
上
菜
奈
美
・
諏
訪
未

津
希
（
府
中
地
区
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
杯

　
　
　
　
　
　

サ
ッ
カ
ー
大
会

11
月
19
日
、
石
岡
運
動
公
園

６
年
生
の
部

優　

勝
／
Ｆ
Ｃ
石
岡

第
22
回
石
岡
市
レ
デ
ィ
ー
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

11
月
13
日
、
八
郷
総
合
運
動
公
園

種
目
Ａ

優　

勝
／
山
本
由
紀
・
小
川
益
子

（
石
岡
北
）

種
目
Ｂ

優　

勝
／
佐
藤
祥
江
・
古
谷
由
香

里
（
Ｌ
＆
Ｂ
杉
並
）

種
目
Ｃ

優　

勝
／
桜
井
玲
子
・
塚
本
光
江

（
小
川
シ
ャ
ト
ル
Ｌ
＆
Ｂ
）

第
22
回
櫻
井
県
議
杯

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
20
日
、
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部

優　

勝
／
鈴
木
昌
平

女
子
の
部

優　

勝
／
山
崎
美
代
子

第
13
回
石
岡
市
体
育
協
会
長
杯

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
13
日
、
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部　

優
勝
／
三
輪
薫
夫

女
子
の
部　

優
勝
／
内
田
由
喜
子

第
７
回
石
岡
市
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
18
日
、
石
岡
運
動
公
園
多
目

的
広
場 

男
子
の
部

優
勝
／
大
山
勝
功 

女
子
の
部

優
勝
／
川
崎
ふ
み
江

スポーツ　

石岡運動公園　　　　　☎ 26-7210
八郷総合運動公園　　　☎ 43-6884
石岡海洋センター　　　☎ 23-5191
柏原野球公園管理事務所     ☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設　☎ 43-6884

結　

果

スポーツ
情報
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妥
協
も
、嘘
も
、言
い
訳
も
な
い
、

　自
分
と
の
闘
い
が
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　無
心
の
世
界

「
逃
げ
る
な
！
」

　

バ
シ
ッ
と
い
う
竹
刀
の
音
が
飛

び
交
う
中
、
力
強
い
声
で
檄
を
飛

ば
す
の
は
、
範
士
八
段
、
中
里
誠

さ
ん
（
旭
台
在
住
）、
79
歳
。

　

毎
年
、
全
国
か
ら
５
０
０
０
人

以
上
が
挑
み
、
八
段
に
通
る
の
は

10
人
に
満
た
な
い
と
い
う
狭
き

門
。「
範
士
」
は
、
そ
の
中
で
も

特
に
卓
越
し
た
人
に
与
え
ら
れ
る

称
号
で
す
。

　

高
校
で
剣
道
に
出
会
い
、
18
歳

で
選
手
と
し
て
茨
城
県
警
に
奉
職
。

30
歳
か
ら
は
剣
道
の
指
導
者
と
な

り
、
79
歳
に
な
る
現
在
も
指
導
に

努
め
る
中
里
さ
ん
。
昨
年
10
月
、

永
年
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
功

労
に
対
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

武
道
は
、
他
者
を
通
し
て

　
　
　
　
　自
分
を
高
め
る
道

　

剣
道
は
自
分
を
高
め
る
道
で
あ

る
一
方
で
、
そ
の
立
ち
合
い
は
相

手
が
い
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
。

戦
い
方
に
は
、
打
っ
て
勝
つ
、
攻

め
入
っ
て
勝
つ
が
あ
り
ま
す
が
、

最
良
の
勝
ち
方
は
「
戦
わ
ず
し
て

勝
つ
」
こ
と
だ
と
中
里
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

「
武
道
の
武
は
『
矛
を
止
め
る
』
と

い
う
意
味
。
本
来
、
安
全
思
想
で

あ
っ
て
対
立
志
向
で
は
な
い
の
で

す
。
危
険
と
安
全
と
い
う
両
極
で
、

バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
の
が
真

剣
。
戦
わ
ず
し
て
勝
つ
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
気
の
こ
も
っ
た
『
真

剣
さ
』
を
も
つ
人
間
な
ん
で
す
」

負
け
な
い
こ
と
は
立
派

負
け
た
こ
と
に

負
け
な
い
こ
と
は
、
な
お
立
派

　

40
歳
か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
剣
道
教
室
で
の
指
導
も
開
始
。

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
、

や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
た
時
間

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
昔
の
話
で
す
が
、
一
生
懸
命
に

稽
古
に
取
り
組
む
が
、
仲
間
が
強

く
て
団
体
戦
に
な
る
と
補
欠
に

な
っ
て
し
ま
う
子
が
い
ま
し
た
。

で
も
試
合
の
と
き
に
は
、
誰
よ
り

も
大
き
い
声
で
声
援
を
送
る
ん
で

す
。小
学
校
を
卒
業
す
る
と
き
に
、

失
意
の
息
子
に
『
裏
方
の
大
切
な

役
割
』
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
い

う
親
御
さ
ん
の
言
葉
は
と
て
も
印

象
的
で
す
。
そ
の
子
も
、
大
人
に

な
っ
て
子
ど
も
に
習
わ
せ
て
い
る

と
い
う
の
で
す
か
ら
、
嬉
し
く
な

り
ま
す
。
今
で
は
子
ど
も
の
指
導

に
携
わ
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
ま
ち
で
再
会
す
る
と
、

声
を
か
け
て
く
れ
る
教
え
子
は
、

何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
存
在
で

す
」

　

勝
ち
負
け
と
い
う
結
果
も
大
切

だ
が
、
そ
こ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を

何
よ
り
大
切
す
る
に
す
る
の
が
真

の
指
導
だ
と
話
す
中
里
さ
ん
。「
道

に
終
わ
り
は
な
い
。
だ
か
ら
、
一

生
勉
強
な
ん
で
す
。
剣
道
は
、
命

あ
る
限
り
、
守
り
続
け
る
旅
路
で

す
」
と
話
す
眼
差
し
に
は
、
真
剣

さ
が
宿
っ
て
い
ま
し
た
。

真剣と
　　向き合って半世紀

茨城県剣道連盟名誉会長・中里誠さん

相手を打ち負かすためではなく、自らを高めるのが真の剣の道。
指導者としておよそ 50 年。
今も竹刀を握る高齢剣士の修行観―

スポーツ少年団員募集

▶スポーツ少年団は主に小学生を中心にした
チームで、石岡市には 43 団体あります。
　剣道を始め、野球、バドミントン、サッカー、
バレーボール、ミニバスケットボール、柔道、
空手道、水泳などの競技の種類があり、地域

の大人が指導者となって、活動しています。
　スポーツを通してこそ学べることがありま
す。仲間をつくって一緒に活動しませんか？
■問い合わせ
　石岡市スポーツ少年団事務局（石岡運動公
園体育館内）☎ 26-7210
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■
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

【
医
療
機
関
検
診
】

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
受
診

券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
乳
が
ん

検
診
を
希
望
す
る
人
は
各
医
療
機

関
で
電
話
予
約
を
し
て
か
ら
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

お
手
持
ち
の
受
診
券
が
、
有
効

期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
場

合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
期
限
の

延
長
が
で
き
ま
す
。
受
診
券
を
窓

口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

発
行
期
限
／
２
月
28
日
（
火
）

受
診
券
の
有
効
期
間
／

発
行
日
か
ら
１
か
月
間

※
２
月
の
発
行
分
は
２
月
28
日
ま

で
の
有
効
期
間
と
な
り
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診
指
定
医
療
機
関

冨
田
産
婦
人
科
・
松
葉
産
婦
人
科

※
市
外
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
検
診
実
施
機
関

医
療
機
関
名

電
話
番
号

石
岡
市
医
師
会

病
院

２
３
・
４
１
１
３

山
王
台
病
院

２
６
・
３
１
３
０

霞
ヶ
浦
医
療
セ

ン
タ
ー

０
２
９
・
８
２
６
・

６
４
７
１

日
立
製
作
所
土
浦

診
療
健
診
セ
ン
タ
０
２
９
・
８
３
１
・

５
８
３
８

神
立
病
院

０
２
９
・
８
３
１
・

９
７
１
１

つ
く
ば
総
合
健

診
セ
ン
タ
ー

０
２
９
・
８
５
６
・

３
５
０
０

霞
ヶ
浦
成
人
病

研
究
事
業
団
健

診
セ
ン
タ
ー

０
２
９
・
８
８
７
・

４
５
６
３

茨
城
県
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
０
２
９
・
２
４
３
・

１
１
１
１

茨
城
県
立
中
央

病
院

０
２
９
６
・
７
７
・

１
１
２
１

【
集
団
検
診
】

検
診
日
時
／
１
月
26
日
（
木
）

乳
が
ん
検
診
の
み
／
午
前
10
時
〜

10
時
30
分
受
け
付
け　
　

  

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
／

午
後
０
時
20
分
〜
１
時
10
分
受
け

付
け　
　

場
所
／
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
開
始
／
１
月
10
日
（
火
）
か

ら
（
先
着
）

申
込
方
法
／
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
み
。

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
２
年
に
１

回
で
す
。

※
自
己
負
担
金
は
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

∇
償
還
払
い
の
手
続
き
方
法

　

銀
行
口
座
へ
の
振
り
込
み
（
償

還
払
い
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
次

の
も
の
を
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
持

参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
接
種
し
た
予
防
接
種
の
領
収
書

・
助
成
費
用
の
振
り
込
み
を
す
る

口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
（
通
帳

な
ど
）・
認
め
印

健 康
ガイド健

（
検
）
診

石岡保健センター
☎ 24-1386　℻   24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　℻   44-1492

■育児の相談　
▶子育てに関する不安や悩
み、困っていることはあり
ませんか。一人で悩まずに
保健センターへ気軽にご相
談ください。随時、来所相
談も受け付けて
います。

【相談内容】
・近くに相談できる人がい
ない
・些細なことなので相談す
るのが恥ずかしい
・誰かに話を聞いてほしい
・地域の情報がほしい　
など

健康　

検診項目 対象年齢 定員
子宮頸がん検診 20歳以上 100 人
乳

が

ん

検

診

超音波検診 30歳以上 65人

マンモグラ
フィ

40～ 49歳

70人
50歳以上

対象年齢・定員

【麻しん風しん予防接種（２期）】
対象／市内在住の平成 29年４
月に小学校へ入学する人
接種時期／３月 31 日（金）ま
での接種をお勧めします。
※時期を過ぎると自己負担
【二種混合予防接種】
対象／市内在住の小学６年生
接種時期／３月 31日（金）まで
※ 13 歳の誕生日前日まで接種
可能です。
接種方法／指定医療機関での個
別接種（予約制）
【日本脳炎予防接種】
▶平成 19年４月１日以前に生
まれた人は、20 歳になるまで
４回を定期接種として受けるこ
とができます。
償還払いの予防接種
【成人風しん等予防接種】
対象／妊娠を予定または希望し
ている女性と配偶者、妊娠して
いる女性の配偶者
助成額／ 3,000 円（風しんワ
クチン）、5,000 円（麻しん風
しん混合ワクチン）
【県外等指定医療機関以外での
予防接種】
〇定期・任意高齢者肺炎球菌
助成額／ 4,000 円
〇高齢者インフルエンザ
助成額／ 2,000 円
〇乳幼児予防接種（定期・任意）
※事前に保健センターへご相談
ください。

予防接種

広報いしおか１月１日号　№２７０　　１８　　　　　　　　



　健康

講
座
・
教
室

知
っ
て
ま
す
か
？

　
　

た
ば
こ
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

有
害
な
の
は
副
流
煙
！

　

日
本
の
喫
煙
率
は
、
ほ
か
の
先

進
国
に
比
べ
て
高
く
、
タ
バ
コ
に

関
連
す
る
病
気
で
１
年
間
に
約

９
万
５
千
人
が
命
を
落
と
し
て
い

ま
す
。

　

タ
バ
コ
の
有
害
物
質
の
含
有
量

は
、
直
接
吸
い
込
む
主
流
煙
よ
り

タ
バ
コ
か
ら
立
ち
上
が
る
副
流
煙

の
方
が
は
る
か
に
多
く
、
タ
バ
コ

の
煙
は
周
囲
の
人
の
健
康
ま
で
も

悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
バ
コ
の
煙
の
悪
影
響

は
７
ｍ
先
ま
で
到
達
し
、
複
数
が

同
時
に
喫
煙
す
れ
ば
そ
の
距
離
が

２
〜
３
倍
以
上
に
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
せ
き
と
た
ん
が
特
徴

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

は
、
以
前
は
「
肺
気
腫
」「
慢
性
気

管
支
炎
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
疾
患

を
ま
と
め
た
新
し
い
病
名
で
す
。

　

せ
き
、
た
ん
、
軽
い
労
作
中
の

息
切
れ
な
ど
の
症
状
が
特
徴
で
、

数
年
間
か
け
て
進
行
し
、
異
常
に

気
づ
い
た
と
き
に
は
す
で
に
重
症

化
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
最
大
の
要
因
は
喫
煙

で
す
。
タ
バ
コ
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
発

症
に
深
く
関
わ
り
、
そ
の
リ
ス
ク

を
増
大
さ
せ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｄ
と
診
断
さ
れ
て
い
る
人
の
95
％

以
上
は
喫
煙
者
で
す
。

禁
煙
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う

　

禁
煙
開
始
か
ら
１
週
間
程
度
は

つ
ら
い
時
期
が
続
き
ま
す
。
た
と

え
失
敗
し
て
も
く
じ
け
ず
に
再
度

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
禁
煙
を
成
功
さ

せ
ま
し
ょ
う
。「
や
め
た
い
」
と

思
っ
た
ら
、
１
日
も
早
く
禁
煙
に

挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

参
考
資
料
：
日
本
家
族
計
画
協

会
「
こ
う
し
て
や
め
る
タ
バ
コ
」

「
知
っ
て
い
ま
す
か
？
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
」

よ
り

■
ピ
カ
ピ
カ
歯
磨
き
教
室

日
時
／
３
月
10
日
（
金
）
午
後
１

時
20
分
〜
１
時
50
分
受
け
付
け

場
所
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
フ
ッ
化
物
塗
布
希
望
の
未

就
学
児
※
年
度
内
１
回

内
容
／
歯
科
診
察
・
歯
磨
き
指
導
・

フ
ッ
化
物
塗
布

定
員
／
40
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
み
。

■
男
性
の
料
理
教
室

▼
食
生
活
改
善
推
進
員
主
催
で
開

催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
。

日
時
／
１
月
25
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所
／
府
中
地
区
公
民
館

対
象
／
市
内
在
住
の
男
性
（
夫
婦

可
）

定
員
／
20
人
（
先
着
）

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

申
込
方
法
／
１
月
18
日
（
水
）
ま

で
に
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。

■
血
糖
値
が
気
に
な
る
人
の

勉
強
会

▼
糖
尿
病
は
腎
臓
や
目
に
重
大
な

合
併
症
を
引
き
起
こ
し
、
人
工
透

析
に
移
行
す
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
血
糖
値
が
気
に
な
り
始

め
た
今
、
毎
日
の
食
事
や
運
動
で

血
糖
値
を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所
／

1
２
月
９
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

・
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

2
２
月
６
日
（
月
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
／
運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動

実
技
、
栄
養
士
に
よ
る
講
話
、
予

防
食
試
食

定
員
／
各
30
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
１
月
17
日
（
火
）
〜

１
月
27
日
（
金
）
に
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
み
。
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みんなのひろば　

を
運
転
し
て
い
る
と
、

茂
っ
た
木
の
枝
が
張
り

出
し
、
見
通
し
が
悪
い

た
め
通
行
に
支
障
を
き
た
す
道
路

を
通
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

三
村
地
区
の
コ
コ
ス
ト
ア
跡
地

か
ら
、
か
す
み
が
う
ら
市
へ
抜
け

る
幹
線
道
路
は
、
通
行
量
も
多
く
、

高
い
場
所
か
ら
枝
が
張
り
出
し
て

い
て
、
地
区
住
民
だ
け
で
は
枝
払

い
作
業
が
難
し
い
状
況
で
し
た
。

　

そ
こ
で
昨
年
７
月
に
、
地
域
住

民
30
人
と
、
市
役
所
の
道
路
建
設

課
職
員
９
人
、
高
所
作
業
車
２
台
、

２
ト
ン
ダ
ン
プ
３
台
を
用
意
し
、

協
働
で
小
枝
払
い
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
の
よ
う
な
枝
の
張
り
出

し
が
道
路
全
線
に
わ
た
り
、
地
権

者
個
人
で
対
応
す
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
、
石
岡
市
で
は
、
地
区
の

要
望
に
よ
り
職
員
を
派
遣
し
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
と
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
嘉
良
寿
理
（
平
成
27
年

度
実
施
）
に
続
き
２
地
区
目
と
な

り
ま
す
。
今
後
、
人
口
が
減
り
高

齢
者
世
帯
が
増
え
て
い
く
中
、
地

域
の
生
活
環
境
の
維
持
は
行
政
と

地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き

な
課
題
で
す
。

▲ダンプへの積み込みは地元住民の皆さんが実施▲技術が必要な高所作業車のオペレーターは業
者に、交通整理などは市職員が担当しました

－協働で取り組む現場から－
レポートNo.19

三村地区の小枝払い

地域の元気の
出発点

■問い合わせ　道路建設課
☎ 23-1111（内線 279）

車

日
本
和
紙
絵
画 

博
峰
展

原
田
博
子
和
紙
絵
画
の
世
界

期
間
／
１
月
７
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
14
日
（
土
）
午
後
２
時

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
普
段
着
写
真
展

渡
辺
眞
樹
男
「
風
と
土
」

　
　
　
　
　
　
　

パ
ー
ト
Ⅲ

期
間
／
１
月
16
日（
月
）〜
25
日（
水
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
カ
メ
ラ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め

よ
う
」

日
時
／
１
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

Ｌ
ａ
Ｌ
ａ　
ｍ
ｏ
ｓ
ｕ
ｒ
ａ

女
の
子
展

期
間
／
１
月
27
日（
金
）

　
　
　

〜
31
日（
火
）

1 月のコミュニティ

ギャラリー

開館時間 ／午前 10時～午後８時
休館日／木曜日（年末年始は 12
月29日木～1月5日木まで休館）
※まちかど情報センター駐車場
（向かい側）・臨時駐車場（土橋通
り）をご利用ください。
問い合わせ　☎ 27-5171

▼
い
し
お
か
ひ
な
巡
り
（
２
月

18
日
〜
３
月
３
日
）
に
む
け
て

一
緒
に
お
雛
様
を
飾
っ
て
く
だ

さ
る
人
を
募
集
中
で
す
。

期
間
／
２
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
17
日
（
金
）

飾
る
場
所
／
ま
ち
か
ど
情
報
セ

ン
タ
ー
・
金
刀
比
羅
神
社
ほ
か

ボランティア募集中！

▼
園
芸
品
や
新
鮮
野
菜
な
ど

を
販
売
。
出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
香
丸
・
中
町
・
御
幸

通
り
の
参
加
店
前
・
ま
ち
か

ど
情
報
セ
ン
タ
ー

心
と
体
の
健
康
相
談

　

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時

30
分
〜
午
後
１
時

折
り
紙
教
室

　28
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物

　第
１
・
３

土
曜
日　

午
後
１
時
か
ら

サ ン ド 市

散
歩
の
つ
い
で
に
、
血
圧
を
測

り
に
来
ま
せ
ん
か
？
お
茶
と
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
気
持
ち
が

健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
よ
！

日時／ 1 月 20 日（金）午前
10時～正午・午後 1時～ 3時・
午後 3時～ 5時
資料代／ 500 円

ど
情
報
セ
ン
タ
ー

▼
新
鮮
野
菜
や
手
づ
く
り
品

の
販
売
。
出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
２
水
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
（
今
月
は
11
日
）

まちかどバザール
今月は 21 日。
新鮮野菜を持って
行くよー！

まちかど
情報センター
ニュース

パソコン教室・
　　　仲間とワハハで脳活ＯＫ

学生、主婦、大歓迎！

広報いしおか１月１日号　№２７０　　２０　　　　　　　　



探訪まち
　みんなのひろば

「
20
年
前
、
こ
の
企
画
展
が
始
ま

る
時
に
、
町
に
い
た
芸
術
家
を
あ

げ
て
み
た
ら
、
１
０
０
人
以
上
い

た
ん
だ
。
陶
芸
、
絵
画
、
木
工
。

身
近
に
素
晴
ら
し
い
芸
術
家
が
い

る
の
だ
か
ら
、
本
物
に
触
れ
る
機

会
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
の
が
始

ま
り
の
き
っ
か
け
」と
話
す
の
は
、

実
行
委
員
長
の
関
甲
太
郎
さ
ん

（
81
歳
）。
10
年
以
上
に
わ
た
り
企

画
展
の
実
行
委
員
長
を
務
め
、
展

示
の
準
備
か
ら
来
場
者
の
応
対
ま

で
精
力
的
に
努
め
ま
す
。

　

今
年
、
展
示
さ
れ
た
作
品
は
、

日
本
画
の
富
田
四
郎
さ
ん
（
旭
台

在
住
）
や
創
作
人
形
の
矢
部
藤
子

さ
ん
（
柿
岡
在
住
）
そ
し
て
日
展

の
審
査
員
を
務
め
る
笠
間
市
在
住

の
町
田
博
文
さ
ん
の
洋
画
、
合
計

30
点
。過
去
に
は
、水
彩
画
、陶
芸
、

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
た
ち

を
展
示
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
９
０
０
人
ほ
ど
が
作

品
を
鑑
賞
し
「
ず
っ
と
石
岡
に
住

ん
で
い
る
け
ど
、
毎
年
来
る
た
び

に
、
こ
ん
な
素
敵
な
作
品
を
つ
く

る
人
が
い
た
ん
だ
と
い
う
驚
き
と

感
動
が
あ
る
企
画
展
だ
な
と
感
じ

て
い
ま
す
」
と
い
う
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

「じゃ。」（創作人形・矢部藤子） 「渓流の杜」（日本画・富田四郎）

芸術に触れる、秋
10 月７日～ 12日、郷の風（八郷総合支所 1階）で
石岡市芸術祭 企画展を開催しました。

「グラナダの丘」（洋画・町田博文）

　　　　　　　　２１　　広報いしおか１月１日号　№２７０

「歴史の里」を伝えたい
　ふるさと歴史館の企画展

地
層
の
重
な
り
の
よ
う
な

　
　石
岡
の
歴
史
を
展
示
で
紹
介

　

東
日
本
で
２
番
目
の
大
き
さ
を

誇
る
舟
塚
山
古
墳
、
平
安
時
代
に

聖
武
天
皇
が
建
立
し
た
国
分
寺
・

国
分
尼
寺
、
中
世
の
城
郭
・
府
中

城
跡
に
残
る
土
塁
、
昭
和
初
期
の

看
板
建
築
。

　

各
時
代
の
痕
跡
を
残
す
石
岡
の

ま
ち
。
こ
れ
ら
の
歴
史
を
伝
え
た

い
と
、
国
府
跡
に
建
つ
「
ふ
る
さ

と
歴
史
館
」
で
は
２
〜
３
か
月
ご

と
に
テ
ー
マ
を
変
え
て
企
画
展
を

開
催
中
で
す
。

　

２
年
前
か
ら
、
月
曜
日
以
外
す

べ
て
開
館
（
以
前
は
土
日
・
祝
日

の
み
）
し
て
い
て
、
館
内
に
は
歴

史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
メ
ン

バ
ー
も
常
駐
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
大
政
奉
還
か
ら
１
５
０

年
の
節
目
と
い
う
こ
と
で
、現
在
、

幕
末
の
国
学
者
、佐
久
良
東
雄（
八

郷
地
区
出
身
）
の
展
示
企
画
も
準

備
中
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
／
午
前
10
時

　
　
　
　
　

〜
午
後
４
時
30
分

休
館
日
／
月
曜
日

※
年
明
け
は
１
月
５
日
（
木
）
か
ら

住
所
／
石
岡
市
総
社
１-

２-

10

（
石
岡
小
学
校
敷
地
内
）

※
入
場
無
料

〈これまでの企画展〉
第１回　石岡の陣屋門
第２回　左官・土屋辰之助と石岡の看板建築
第３回　『常陸国風土記』にまつわる 7つの謎
第４回　寄贈された「お宝」展
第５回　茨城廃寺跡―発掘調査速報展
第６回　ジャーメ～こんな行事があったのか！　
　　　　石岡の盆綱行事
第７回　常陸国府と瓦塚窯跡
第８回　常陸国分寺―東国の大寺
第９回　鉄道の時代に描いた夢

石岡の歴史に焦点をあて、
　　　その魅力を伝えるべく、奮闘中
■問い合わせ　
　文化振興課　☎ 43-1111（内線 1323）

▲第 9回は明治～昭和初期の鉄道計画と石岡の先人がテーマ



文化　

図書館
つうしん

■問い合わせ
中央図書館　☎ 24-1507
http://lib.city.ishioka.lg.jp

時の
記憶

シリーズ 132
文化振興課
☎ 43-1111（内線 1324）

分
か
り
や
す
い
瓦
塚
の
話
④

　﹁瓦
の
分
布
の
広
さ
﹂

　

今
月
も
部
原
地
区
に
存
在
す
る

「
瓦
塚
窯
跡
」
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
瓦
塚
で

焼
か
れ
た
「
瓦
の
分
布
」
に
つ
い

て
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
瓦
塚
窯
跡
の
瓦
は

主
に
国
分
寺
に
葺
か
れ
た
と
紹
介

し
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
国

分
寺
が
メ
イ
ン
な
の
は
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
実
は
国
府
の
あ
っ
た
茨

城
郡
以
外
の
郡
で
も
瓦
塚
の
瓦
が

確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
稲
敷
市
（
旧
信
太

郡
）
の
下し
も
き
み
や
ま
は
い
じ

君
山
廃
寺
、水
戸
市
（
旧

那
珂
郡
）
の
台だ
い
わ
た
り
は
い
じ

渡
里
廃
寺
、
筑
西

市
（
旧
新
治
郡
）
の
新に
い
は
り
は
い
じ

治
廃
寺
な

ど
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
て
、
珍
し

い
現
象
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
い
っ
た
い
何
を
意

味
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
第
一
に
国
分
寺
の
瓦
の
文

様
に
と
て
も
権
威
が
あ
り
、
各
郡

を
治
め
る
郡
司
に
と
っ
て
国
分
寺

と
同
じ
瓦
を
葺
く
と
い
う
こ
と
が

名
誉
だ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

次
に
各
郡
の
寺
院
の
維
持
管
理

の
効
率
化
の
た
め
、
郡
司
が
修
復

用
の
瓦
を
国
府
か
ら
調
達
し
た
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
８

世
紀
後
半
ま
で
は
国
府
周
辺
に
は

複
数
の
瓦
窯
跡
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
９
世
紀
以
降
は
瓦
塚
の

み
で
窯
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
瓦
塚
が
常
陸
国
の

中
心
的
な
窯
跡
と
な
り
郡
域
を
越

え
て
瓦
を
供
給
す
る
よ
う
に
な
る

の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
象
か
ら
も
瓦
塚

の
規
模
の
大
き
さ
が
分
か
る
の
で

す
。

▲石岡市以外でも確認される瓦

▼
中
央
図
書
館
で
は
、
雑
誌
コ
ー

ナ
ー
の
充
実
を
図
る
た
め
に
「
雑

誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
」
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
雑
誌

ス
ポ
ン
サ
ー
に
雑
誌
の
購
入
代
金

を
１
年
間
提
供
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

　

提
供
し
て
も
ら
っ
た
雑
誌
は
、

雑
誌
コ
ー
ナ
ー
に
並
び「
最
新
号
」

の
雑
誌
カ
バ
ー
の
表
面
に
は
企
業

名
を
、
裏
面
に
は
ス
ポ
ン
サ
ー
が

希
望
す
る
広
告
を
掲
載
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ン
サ
ー
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

ス
ポ
ン
サ
ー
資
格　

市
内
や
近
隣

市
町
村
の
企
業
、
商
店
、
団
体
等

提
供
す
る
雑
誌　

図
書
館
が
指
定

し
た
「
雑
誌
リ
ス
ト
」
か
ら
選
ん

で
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

提
供
期
間　

１
年
間

提
供
場
所　

中
央
図
書
館
雑
誌

コ
ー
ナ
ー

新
着
図
書
の
お
知
ら
せ

▼
紹
介
し
た
本
の
他
に
も
い
ろ
い

ろ
新
し
い
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。

◎
一
般
書

よ
り
ぬ
き
マ
ス
オ
さ
ん

長
谷
川
町
子
著

恋
の
ゴ
ン
ド
ラ　
　

東
野
圭
吾
著

中央図書館 ２階
ボランティア室

《1 月のおはなし玉手箱》
・７日（土）　　
午前 10 時 30 分から

《１月のひよこのおはなし会》
・12日（木）　    
午前 10 時 30 分から

《１月のおはなし会》
・21日（土）       
午前 10 時 30 分から
中央公民館

《１月のおはなしフレンズ》
・14日（土）        
午後２時 30 分から
※赤ちゃんから大人まで
誰でも参加できます

（30 分程度）

１月の
休館日

１～４日
  9 日
10 日
16 日
23 日
26 日
30 日

楽しいおはなし会

▲石岡市以外でも確認される瓦

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集
！

君
は
レ
フ
テ
ィ　
　
　

額
賀
澪
著

お
ば
さ
ん
の
金
棒　
　

室
井
滋
著

天
子
蒙
塵
第
１
巻　

浅
田
次
郎
著

考
え
る
力
が
つ
く
本　

池
上
彰
著

居
酒
屋
ぼ
っ
た
く
り
６秋

川
滝
美
著

マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
嘘

惣
領
冬
実
／
塚
田
有
那
著

ヌ
メ
ロ
・
ゼ
ロ

ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
著

マ
グ
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ

本
間
節
子
著

◎
児
童
書

都
道
府
県
の
か
た
ち
を
絵
で
お
ぼ

え
る
本　
　
　
　
　

造
事
務
所
編

も
う
あ
か
ん
！ 

岡
田
よ
し
た
か
作

お
に
ぼ
う 

く
す
の
き
し
げ
の
り
作

し
ゅ
く
だ
い
と
び
ば
こ

福
田
岩
緒
作
・
絵

き
つ
ね
の
が
っ
こ
う

い
も
と
よ
う
こ
作

ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
だ
い
く
さ
ん

な
か
や
み
わ
さ
く

い
た
だ
き
ま
す 
島
本
美
知
子
文
・
絵

こ
ど
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
新
聞

若
林
文
高
監
修

広報いしおか１月１日号　№２７０　　２２　　　　　　　　



　文化

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文芸
いしおか

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

府　

中　

赤
津
美
智
子

帰
ら
ね
ば
灯
ら
ぬ
我
が
家
冬
に
入
る

泉　

町　

石
神　

秋
羅

た
か
が
杖
な
れ
ど
分
身
落
葉
踏
む

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

行
く
秋
や
寺
を
巡
り
て
足
る
を
知
る

小　

幡　

岡
野
は
つ
子

小
春
日
や
本
に
集
ま
る
児
の
瞳

高　

浜　

小
池
さ
き
子

空
家
よ
り
天
ま
で
届
け
金
木
犀

や
さ
と
俳
句
会

片　

岡　

馬
場　

小
零

頑
に
蕾
み
し
枇
杷
の
花
の
塊

柿　

岡　

野
村　

京
子

小
春
日
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
手
抜

き
せ
ず

柿　

岡　

松
田
と
く
子

紅
葉
山
神
は
絵
の
具
を
惜
し
み
な
く

石
岡
短
歌
同
好
会

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

わ
が
た
め
の
言
葉
を
求
め
或
る
時
は

昼
夜
を
分
か
た
ず
思
ひ
め
ぐ
ら
す

旭　

台　

井
上
ミ
チ
子

我
れ
一
人
だ
け
の
料
理
の
皿
の
数

む
な
し
き
思
い
を
山
盛
り
に
し
て

高　

浜　

大
嶋　

全
江

篠
笛
の
奏
で
る
曲
の
「
叱
ら
れ
て
」

お
も
は
ず
ハ
モ
・
る
敬
老
会
に

井　

関　

木
間
塚
具
子

か
ろ
や
か
に
芝
の
上
舞
う
し
じ
み

蝶
羽
根
の
青
さ
は
秋
の
空
色

東
石
岡　

田
村　

満
佐

あ
し
た
に
星
夕
べ
に
星
を
い
た
だ
き

て
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
は
働
き
た
り
と

八
郷
短
歌
会月　

岡　

菱
沼
む
免
子

二
番
穂
の
黄
ば
む
田
圃
に
雀
等
は

わ
が
近
づ
く
に
飛
び
立
ち
に
け
り

片　

野　

小
野
瀬
も
と

芋
柄
を
む
き
し
手
の
あ
く
は
洗
い

て
も
茶
色
に
染
み
て
な
か
な
か
と

れ
ず

柿　

岡　

小
林　

渥
子

待
ち
侘
び
て
イ
ン
プ
ッ
ト
せ
し
受
診

番
号
電
光
板
に
て
瞬
時
に
解
か
る

石
岡
俚
謡
会南　

台　

月
乃
香
倶
耶
姫

枯
れ
葉
は
ら
は
ら　

奏
で
る
ワ
ル
ツ

　
　

散
っ
て
絵
に
な
る　

帰
り
道

石　

岡　

石
塚　

芳
華

寝
た
子
の
唇
そ
お
っ
と
触
れ
て

　
　

笑
顔
も
ら
っ
た　

パ
パ
の
指

川　

又　

関　
　

清
志

友
を
呼
ぶ
に
も　

口
笛
吹
い
て

　
　

昔
懐
か
し　

丘
の
上

下　

林　

加
藤　

弥
生

柚
子
の
香
り
に　

萎
び
た
顔
も

　
　

の
び
る
心
地
の　

冬
至
風
呂

国　

府　

篠
原
美
千
代

腹
の
底
ま
で　

夜
寒
が
沁
み
る

　
　

胸
に
突
き
刺
す　

冬
の
月

杉　

並　

助
川　

浩
史

落
葉
か
き
分
け　

芭
蕉
の
句
碑
へ

　
　

探
し
回
っ
た　

森
の
奥

国　

府　

大
西　

和
子

耳
を
貸
し
て
と　

得
意
に
な
っ
て

　
　

噂
吹
き
込
む　

主
婦
の
午
後

若　

松　

川
崎　

洋
子

落
葉
舞
い
上
げ　

歓
声
響
く

　
　

遊
び
足
り
な
い　

冬
の
午
後

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
当
協
会
で
は
市
の
文
化
の
振

興
・
発
展
の
た
め
に
一
緒
に
活
動
す

る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
文
化
協
会
所
属
団
体

①
石
岡
市
民
謡
舞
踊
連
合
会
②
石

岡
吟
詠
詩
舞
連
合
会
③
八
郷
吟
詠

会
④
石
岡
合
唱
連
盟
⑤
石
岡
三
曲

協
会
⑥
石
岡
市
日
本
舞
踊
研
究
会

⑦
石
岡
囃
子
連
合
保
存
会
⑧
排
禍

ば
や
し
保
存
会
⑨
太
々
神
楽
保
存

会
⑩
石
岡
華
道
同
好
会
⑪
石
岡
茶

道
会
⑫
石
岡
俚
謡
会
⑬
い
し
お
か

俳
句
同
好
会
⑭
や
さ
と
俳
句
会
⑮

文
化
協
会
盆
栽
部
⑯
石
岡
か
る
た

会
⑰
日
本
将
棋
連
盟
石
岡
棋
友
会

支
部
⑱
石
岡
市
囲
碁
同
好
会
⑲
石

岡
短
歌
同
好
会
⑳
八
郷
短
歌
会
㉑

い
し
お
か
子
ど
も
劇
場
㉒
石
岡
大

正
琴
愛
好
会
㉓
八
郷
写
真
ク
ラ
ブ

㉔
八
郷
硯
友
会
㉕
や
さ
と
読
書
会

㉖
筑
東
史
談
会
㉗
や
さ
と
巨
樹
の

会
㉘
寿
芸
能
会
㉙
瓦
塚
・
佐
久
の

大
杉
保
存
会
㉚
丸
山
古
墳
保
存
会

㉛
石
岡
盆
栽
菊
友
会
㉜
石
岡
史
跡

研
究
会
㉝
石
岡
遊
石
会

■
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
課
☎
４
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
３
２
２
）

　

文
化
協
会
だ
よ
り

　
　

鹿
嶋
市
へ

助
川　

浩
史

　

九
月
三
十
日
、
文
化
協
会
が
年

に
一
度
実
施
す
る
視
察
研
修
の
日

で
あ
っ
た
。
小
林
副
会
長
の
企
画

に
よ
り
、
新
日
鉄
住
金
・
鹿
島
製

鉄
所
を
見
学
し
、
鹿
島
神
宮
を
参

拝
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
・
サ
ッ

カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
て
来

る
日
程
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は

五
十
三
名
、
バ
ス
二
台
に
分
乗
し

て
イ
ベ
ン
ト
広
場
を
出
発
し
た
。

　

鹿
島
製
鉄
所
は
東
京
ド
ー
ム
22

個
分
の
広
さ
、
成
田
空
港
の
広
さ

だ
と
言
う
が
想
像
が
付
か
な
い
。

敷
地
の
中
で
は
バ
ス
や
車
が
行
き

交
う
、
信
号
が
あ
り
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
も
あ
る
。
火
力
発
電
所
も

あ
り
、
人
工
の
港
も
あ
る
。
従
業

員
は
一
万
二
千
人
だ
と
か
。
私
達

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
眼
鏡
、
手
袋
を

渡
さ
れ
厚
板
工
場
の
圧
延
ラ
イ
ン

を
見
学
し
た
。
真
っ
赤
な
厚
い
鉄

板
が
流
れ
て
来
る
、
そ
こ
へ
水
が

打
ち
放
さ
れ
大
き
な
音
で
湯
気
が

立
つ
、
迫
力
満
点
で
あ
っ
た
。

　

鹿
島
神
宮
を
参
拝
し
て
、
昼
食

は
自
分
の
好
き
な
物
を
食
べ
て
、

会
計
は
“
山や

ぎ羊
の
鳴
き
声
”「
メ

イ
メ
イ
」
で
支
払
っ
た
。

　　　　　　　　２３　　広報いしおか１月１日号　№２７０



てき

材
料
（
４
人
分
）

寒
天　
　

…
…
…
…　
　
　

４ｇ

甘
酒　
　

…
…
…
…　

２
０
０
㎖

牛
乳　
　

…
…
…
…　

２
０
０
㎖

水　
　
　

…
…
…
…　

１
５
０
㎖

キ
ウ
イ
ソ
ー
ス

キ
ウ
イ
½
個
・
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖

30ｇ
・
水
30
㎖

ト
ッ
ピ
ン
グ

み
か
ん
・
キ
ウ
イ
各
適
宜

作
り
方

①　

寒
天
は
１
５
０
㎖
の
水
で
煮

溶
か
す
。
人
肌
に
温
め
、
牛
乳
と

甘
酒
を
入
れ
混
ぜ
、
流
し
箱
に
流

し
込
ん
で
固
め
る
。

②　

キ
ウ
イ
を
み
じ
ん
切
り
に

し
、
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
。

③　

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
と
水
を
入
れ

煮
溶
か
し
②
を
加
え
る
。

④　

①
が
固
ま
っ
た
ら
皿
に
盛
り

付
け
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
。

　

お
正
月
で
あ
ま
っ
た
甘
酒
を
使

い
、
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
。
今
年
度
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

に
加
わ
っ
た
新
た
な
メ
ン
バ
ー
が

考
え
た
レ
シ
ピ
で
す
。

　

お
試
し
あ
れ
！

山口 玄
げん

ちゃん（１歳 10 か月） 岡野 重
しげよし

良ちゃん（２歳６か月）

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

わが家のアイドル

平成29年1月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

南台４
車とパンとチーズが大好きな
男の子です。
元気に大きく育ってね !!

下林
歌とすべり台と梅干しが大好
きな活発な子です。
いっぱい食べて元気に育って
ね！

〈表紙の写真〉1960 年代、宇宙船カプセルの回収用として開発されたハング
グライダー。採用はされませんでしたが、スカイスポーツに転用され、1980
年代に入ると八郷地区の空を舞うようになりました。12月上旬のある日、足
尾山にある離陸場から飛び立ったのは市内在住の板垣直樹さん。昨年 7月に
マケドニアで行われた世界選手権で団体 3位の成績で表彰台へ。
　学生時代にハンググライダーを始め石岡に移住し 30 年。「ここは人を惹き
つける力をもった場所。そして地元の人は、惹きつけられたよそ者を受け入れ
てくれる。ほんと、いいところです」
　そう言って飛び立った先には、石岡の街並みが広がっていました。

しげよし

　　　　甘酒かん幸せは食事からヘルスメイトの
レシピ紹介

栄養成分（１人分）

（エネルギー 119kcal、塩分 0.2g）

甘酒のほんのりとした甘さと、フルーツ
の酸味がマッチした一品です。
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